
住民啓発モデル事業の概要

●全地域マニュアル：市域全体共通のマニュアル ●地域マニュアル：町会・自治会レベルの具体的な地域特性を反映したマニュアル

（１）住民広報用

パンフレット作成支援

（２）住民用災害廃棄物等

搬出マニュアル作成支援

（３）ボランティア向け研修会、住民向け研

修及び模擬訓練の実施等

第1回ワーキング会議（基礎講座＋ワークショップ）
※長岡京市、京田辺市、茨木市は合同開催。泉佐野市は個別開催。
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(１) 住民広報用パンフレット作成支援 概要

対象3市における「災害時における廃棄物処理」の住民向け広報パンフレットの作成支援を実施した。

実施日 対象 実施内容

第

1

回

W

G

令和2年11月18日（水）

13:30～16:00

行政職員

（災害廃棄物担

当者等）

参加：長岡京市、

京田辺市、寝屋

川市、茨木市

１．基礎講座

講演①「京都府における災害廃棄物処理支援

～片付けごみの分別に焦点を当てて～」

（京都府府民環境部循環型社会推進課）

講演②「災害時の廃棄物処理について」

（大阪府環境農林水産部循環型社会推進室資源循環課）

２．ワークショップ

発災後のごみ対応における課題を想定し、

①住民の方にしてほしいこと

②マニュアルに載せる情報 について意見交換、発表

第

2

回

Ｗ

Ｇ

令和3年1月26日（火）

13:30～16:00

行政職員

（災害廃棄物担

当者等）

参加：京田辺市、

寝屋川市

１．ワークショップ

パンフレット(素案）を用い、

①構成や流れについて検討

②各ページの記載内容の検討

③最終案の方針をとりまとめ について意見交換

対象3市（長岡京市、京田辺市、寝屋川市）の職員等を対象として、合同形式でのワーキング会議を開催した。
第1回のワーキング会議では災害廃棄物の基礎講座及びワークショップを実施した。災害時に連携する可能性の
ある他部局からの参加もあり、ワークショップでは各市で「災害時に住民にしてほしいこと」「マニュアルに載せる情

報」について意見交換を実施した。

第2回のワーキング会議では、第1回のワーキング会議及び各市へのアンケートの結果から、住民広報用パンフ
レット（素案）を提示し、内容について検討していただいた。合同開催であったため、他市の内容を参考にする場面も

見受けられた。

※第1回ＷＧは茨木市も参加（情報共有や意見交換のため）。 第2回ＷＧは新型コロナウイルス対策により長岡京市は欠席（電話、メールでフォロー）。



(２) 住民用災害廃棄物等排出マニュアル作成支援 概要

対象2市（泉佐野市、茨木市）における自治会等の住民と連携し、発災時における片付けごみ等の搬出マニュアルの作成支援を実施した。

実施日 対象 実施内容

第

1

回

W

G

令和2年10月21日（水）

13:30～15:40

行政職員

（環境衛生課、

自治振興課、道

路公園課、地域

共生推進課、社

会福祉協議会）

清掃事業者

１．基礎講座

講演①「災害廃棄物処理対応の概要」（環境省近畿地方環境事務所）

講演②「災害時の廃棄物処理について」

（大阪府環境農林水産部循環型社会推進室資源循環課）

２．ワークショップ

発災後のごみ対応における課題を想定し、

①住民の方にしてほしいこと

②マニュアルに載せる情報 について意見交換

③各班の意見交換結果を発表、意見交換

第

2

回

W

G

令和2年11月1日（日）

14:00～15:30

住民（自主防災

組織連絡協議会

会長、15地区の

自主防災会等の

会長）

１．基礎講座

「災害によって発生するごみの基本と市民に期待されること」

（国立研究開発法人国立環境研究所 特別研究員 森様）

２．ワークショップ

①発災後のごみ出しで発生する問題

（困ること、悩むこと、わからないこと）

②解決策 について意見交換

第

3

回

W

G

令和3年1月21日（木）

13:30～15:30

行政職員

（環境衛生課、

危機管理室、自

治振興課、地域

共生推進課、社

会福祉協議会）

１．ワークショップ

マニュアル(素案）を用い、

①構成や流れについて検討

②各ページの記載内容の検討

③全体方針について意見交換

対象2市の災害廃棄物担当者等の行政職員と、自治会等の住民を交えたワーキング会議を開催した。
■泉佐野市

実施日 対象 実施内容

第

2

回

W

G

令和2年12月19日（土）

19:00～21:00

茨木市西河原地

区の住民

１．基礎講座

講演①「茨木市の災害リスクと対策」（茨木市総務部危機管理課）

講演②「災害によって発生するごみの基本と市民に期待されること」

（環境省近畿地方環境事務所）

２．ワークショップ

①災害時に発生するごみに関するクイズ

②片付けごみを出すときの問題

（心配なこと、困ること、わからないこと）

③どうすれば解決できるかについて意見交換

第

3

回

W

G

令和3年2月6日（土）

14:00～16:00

茨木市西河原地

区の住民

１．ワークショップ

作成中のマニュアル（素案）を参考にし、

①どのような片付けごみが出てくるか想定

②自宅から集積所までの運搬ルートを想定

③集積所での荷下ろしを想定

最終的に

④災害時のごみ出しに関する地域の取組

（注意が必要なこと、

協力し合うこと、

地域で決めておきたいこと等）

を意見交換

■茨木市
※第1回ＷＧは「１．住民広報用パンフレット作成支援」対象市と合同開催。



(３) ボランティア向け研修会、住民向け研修及び模擬訓練の実施等 概要

和歌山県と連携して、ボランティア向け研修会を実施した。かつらぎ町及び新宮市と連携して、住民向け模擬訓練や研修会のための資料作成を実施した。

実施日 対象 実施内容

令和2年10月31日（土）

10:30～15:30

和歌山県ボラン

ティア登録者

１．研修会

講演①「災害廃棄物処理対応の概要」（環境省近畿地方環境事務所）

講演②「和歌山県災害廃棄物処理計画について」

（和歌山県環境生活部環境政策局循環型社会推進課）

２．ワークショップ

①話題提供 （社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会）

②ごみ出し作業をする上での課題とその対応策

（悩んだことや困ったこと、わからなかったこと⇒どうすれば課題を解決できるか）

３．講評（神戸大学 准教授 田畑先生）

和歌山県と連携し、ボランティアに対し災害廃棄物処理の基礎講座及び被災時に困ること等について意見交換を実施した。

ボランティア向け研修会を受けて、模擬実験実施マニュアルを作成し、かつらぎ町で開催予定だった住民参加型の模擬訓練に必要な

資料作成を行った。

また、新宮市において開催予定だった、住民向け図上演習に必要な資料作成を行い、各対象住民へ配布し自己学習をしていただき、

災害時のごみ出し時の課題や解決策についてのアンケートを実施した。

■ボランティア向け研修会

3

■かつらぎ町

■新宮市

【模擬訓練概要】

 日時：令和3年1月16日（土）⇒延期令和3年2月21日（日）
⇒緊急事態宣言延長のため中止

 開催場所：かつらぎ町新城地区
 参加対象：新城地区住民（18世帯）、かつらぎ町、和歌山県、ボランティア等
 実施内容：・住民の方が、自宅から集積所まで、事前に回答した片付け

ごみを搬出する。

・かつらぎ町廃棄物担当職員が、集積所の設置から廃棄物

の受入れまでのシミュレーションを実施する。

 期待する効果：・片付けごみの分別搬入の重要性を確認
・住民の方の片付けごみ搬出の疑似体験

・町廃棄物担当職員における災害廃棄物処理対応の疑似体験

・関係団体を含む関係者との交流・意見交換

【住民向け研修概要】

 日時：令和2年12月16日（水）⇒緊急事態宣言延長のため中止
 参加対象：新宮市王子権現親睦会の方（住民）
 実施内容：・住民に対し災害時のごみに関するクイズ及び

アンケートを配布→アンケートは後日回収
・災害廃棄物に関する基礎学習資料を配布

（国立研究開発法人国立環境研究所提供資料）

 期待する効果：・災害廃棄物に関する基礎的知識の習得（集積所での分別等）
・災害廃棄物等搬出マニュアルへの反映


